Excelで作る収支表（メモ）
１．収支記録表（データ入力の手間を省く）
(1)数式

・セルF3： =F2+D3-E3　または　IF(A3=””,””,F2+D3-E3)
[前残+収入-支出]
・セルD20とE20：　=SUM(D3:D19)　=SUM(E3:E19)　[収入・支出の合計]
・セルF20：　= F19　[残高と同じ]　または　= F2+D20-E20
(2)日付の書式を設定

・（A列）ユーザー定義「m"月"d"日"(aaa)」
(3)入力規則（データ→入力規則）

・（B列）設定：「入力値の種類」を「リスト」に
　元の値に：　給料,住居,水道光熱,食費,衣料雑貨,交通通信,趣味交際
・（C列）日本語入力：日本語入力を「オン」に
・（D､E列）日本語入力：日本語入力を「オフ（英語モード）」に

２．項目別集計表（データ表の右側に、収入と支出の項目別集計表を）
(1)数式
・セルI2　=SUMIF(B3:B19,H2,D3:D19) 　※コピーしないので$は不要
　　「項目」B3:B19、「検索条件」H2、「合計範囲欄」D3:D19
・セルI4　=SUMIF($B$3:$B$19,H4,$E$3:$E$19)　※セルI9までコピー
・収入合計（セルI3）　=SUM(I2) または ＝I2

・支出合計（セルI10） =SUM(I4:I9)

・月間収支（セルI11） =I3-I10
(2)シート名「Sheet1」を「1月」に
３．６ヵ月分の収支記録表（収支記録表シートをコピー）
(1)シートをコピーし、同一内容のシートを６枚作成
(2)シート名を順に「2月」、「3月」…「6月」

(3)コピーしたシートの内容変更（○月度、前月繰越額）
　セルA1の内容を「05年2月度」…「05年6月度」に

前月繰越額（セルF2）に前月残高（1月のセルF20）を表示「='1月'!F20」
以降同様に各シートを変更

４．6ヵ月分の集計表の作成（6カ月分＝上半期の収支集計表）
(1)表のタイトルと項目名を設定

　・「Sheet2」のシート名を「上期」に
　・1月シートのセルH1～H11をコピー、上期シートのセルA1に貼り付け
　・セルA1の「項目別集計」を「上半期集計」と書き換え
　・行2の上に1行挿入、セルA2は「2005年」、セルB2は「1月」、
・セルB2を行方向へオートフィル、G2まで
　・セルH2には、「上半期計」
(2)各月集計データの表示と上半期計の数式入力

　各月の集計表の金額を「シート名!セル」の形で指定して、月別の金額を表示

　・セルB3に「='1月'! I2」（1月分の給料を表示）
　・同様に、各月の給料の金額をセルC3からG3までに表示
　・セルB3～G3を範囲選択して、オートフィルで12行目までドラッグ
　・セルB3～H12を範囲選択して、Σボタンをクリック（上期計）
５．上半期の支出グラフを作成（折れ線グラフと円グラフ）
(1)折れ線グラフ

　・セルA2～G2(横軸の項目)を選択し、Ctrlを押しセルA5～G10(金額)を選択
　・「グラフウィザード」ボタンをクリック
　・グラフの種類で「折れ線」、形式で「マーカー月折れ線」を選択し「次へ」
　・「系列」を行にして、プレビュー欄でグラフを確認し、「完了」をクリック
　・表の下にグラフを移動、大きさを調整
(2)円グラフ

　・セルA5～A10(支出の項目)を選択し、Ctrlを押しセルＨ5～Ｈ10(計)を選択
　・「グラフウィザード」ボタンをクリック
　・グラフの種類で「円」、形式で「円」(上段左)を選択し、「次へ」「次へ」
　・グラフオプションで、「凡例」の「凡例を表示する」のチェックを外す
　・データラベルの「ラベルとパーセンテージを表示する」をチェックし完了
　・表の下にグラフを移動し、大きさを整える。

以　上

